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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

　本市は、平成18年2月に2町（合志町・西合志町）が合併し
誕生しました。　熊本市の北東部に隣接しており、住環境・
自然・農業・企業立地がバランスよく、通勤通学に便利なま
ちとして人口増加を続けている元気なまちです。
本市の将来都市像「人と地域が輝く未来へ～健幸都市

こうし～」を実現するため、市民及び市行財政の健康に
向けた様々な取り組みを行っています。本市の取り組み
へのお力添えをいただければ幸いです。

合志市まち・ひと・しごと創生推進計画

活力あるまちづくりに向けて

合志市
コウ  　 シ 　 　 シ 総人口…63,434人　男…30,598人　女…32,836人　世帯数…23,518世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…18.5％　15～64歳…57.0％　65歳以上…24.5％

へのお力添えをいただければ幸いです。

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額100万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額10万円以上） ・地公体広報誌掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

　本市の子育てに関する環境や施策は、民間企業による調査
等において例年高い評価を受けており、子育て世代の転入が
多い状況にあります。こうした特徴をもつ本市が、少子化対
策・子育て支援にこれまで以上に注力することで、魅力をさら
に高めることが期待されます。
こどもの視点を政策に取り入れ、こどもが楽しめる拠点・

遊び場の整備、飲食・商業施設の充実、通学時の見守りや安全
確保等に取り組みます。また、子育て世代にとっても、安心
して子育てできる、住みやすいまちを目指します。

寄附の
具体的な
メリット

　本市は総人口とともに、年少人口も増加しており、子育てに関するニーズは増加・多様化
しています。教育や遊び場の充実、交通安全対策といった子育て環境の整備、少子化対策など
様々な分野において、企業の皆様のご協力とアイデアをお待ちしております。ともに、「人と
地域が輝く未来」をつくりましょう。

数値目標 ●結婚・子育て世代が将来にわたり展望を描ける環境づくり 
●多様化する子育て家庭のニーズへの対応

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「市民の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール「こどもまんなか社会」の構築

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 合志市

　将来都市像「人と地域が輝く未来へ～健幸都市こうし～」を実現する
ためには、市民自ら健康であることが重要です。現在、
●年齢や障がいの有無に関わらず誰でも楽しめる「UDe-スポーツ
（ユニバーサルデザイン・eスポーツ）」を活用した、高齢者の認知症
予防や、障がい者の社会参画支援
●日々の行動変容を促すウォーキング大会等の取組み
●健幸応援アプリ「うぇるこ」を活用した地域の健幸へ向けた取組み
等を進めています。全市民がいきいきと暮らせるような地域づくりを
進めるため、企業の皆様のアイデアが必要です。

寄附の
具体的な
メリット

　生涯にわたって健康で元気に暮らせるような、健康寿命の延伸を目指す健康づくりの取り
組みは全ての地域で重要です。未来に誇る「健幸都市こうし」の実現に向けた合志市の施策に
対し、企業の皆様のご協力をお願いします。

誰でも楽しめる「UDe-スポーツ」

寄附申出書の事業名選択時は「稼げる地域産業をつくる」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール健幸都市こうし推進プロジェクト

総事業費 70,000千円 寄附目標額　─

数値目標 ●バーチャルウォーキング大会への参加者
●UDeスポーツを地域で自主的に活用できる体制の構築
●合志市健幸応援アプリ「うぇるこ」ダウンロード数

……………… 600名

… 8,000DL

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

　市民の健康増進を目的とした新ヘルスケアビジネスを推進し、地域産業の活性化、また新たな地域発
ヘルスケア産業の創出を目指す。

稼げる地域産業をつくる

　官民連携による移住者の定住促進や関係人口の創出・増加につながる取り組みを推進する。
合志市への新しいひとの流れをつくる

　女性の人生「就職～結婚～出産～子育て～キャリアUP～職場復帰・再就職～アクティブシニア」を総
合的に支援する。

市民の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　官民の既存ストックを有効に活用しながら拠点性の向上と機能の分担を図り住み続けたいと思える
地域の創造を目指す。

暮らしに満足し、住み続けたい地域をつくる

安全・安心に暮らせるまちづくりの推進「こどもまんなか社会」の構築
　本市の人口増加は、主に子育てを行う現役世代に支えられており、
多くの子育て世帯が暮らしています。安心して子育てが行えるよう
支援制度・子育てに関する相談体
制を充実させる等の取組みを進め
るとともに、義務教育をはじめと
した教育環境を充実させること、
本市で育つこどもたちが地元の歴
史や文化等に触れることにより地
域について学ぶことで、郷土愛を
持てるようにすることも重要です。

カテゴリー4 児童福祉 カテゴリー8
まちづくり

　人口増加や企業集積に伴い交通渋滞が深
刻化しており、道路インフラの整備を国・県と
も協力しながら、迅速に進めていく必要があ
ります。また、自然災害発生に備え、防災・減災
対策を充実させること、交通事故・犯罪を減ら
していくことにより、市民が安心して生活で
きる環境を整える必要があります。

子育てしやすいまちを目指して！ 安心して暮らせるまちづくり

荒木 義行市長

熊本IC

植木IC
北熊本SIC

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。
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